
☆令和 4 年(2022 年)3 月定例会、大綱質疑   公明党議員団 16 番 野崎正志 

 

「議⾧ 16 番」 

それでは、公明党議員団を代表して、大綱質疑を行います。 

●初めに、議第 9 号令和 3 年一般会計補正予算における、8

款 土木費 4 項 都市計画費 1 目 都市計画総務費につ

いて、大規模盛土、造成地、変動予測調査委託料について、

１億 892 万 2 千円は、国の補正予算を活用して、大地震等

が発生した場合に、被害が生ずるおそれのあるある大規模盛

土造成地において、変動予測調査を行うとのことですが、対

象地区は 3 地区であるとういうことのようですが、どのよ

うな調査になるのか、お伺いします。 
 

●次に、施政方針より、何点か、伺います。 

○P3（子どもの安全、安心を守る）では、防犯カメラの設置

を進めて行くことで、通学路における子どもの安全確保を図

ってまいります。と述べられています。防犯カメラは、何台

設置するのか、防犯カメラのビデオ映像は、どのような活用

するのか、お伺いします。 



 

○人はときに運転を誤るという前提に立ち、通学路の交通安

全対策に万全を期するとともに、保育所等の駐車場における

事故の未然防止を図るため、ハード面から対策を講じてまい

ります。と述べられています。通学路の交通安全対策に万全

を期する、とは、市道におけるハード対策は、何をするのか、

お伺いします。  
 

 

○Ｐ５（誰もが自分らしく暮らせる地域社会をつくる）では、

様々な問題が複合化し、関係者が多義にわたる事例を効果的

に支援していくために、各分野に分かれていた対応記録など

を一元管理し、関係機関が迅速に必要な情報を共有できるシ

ステムを導入してまいります。と述べられています。まず、

関係機関はどこなのか。対応記録などを一元管理し、情報を

共有できるシステムを導入するとの事ですが、どこで一元管

理するのか、システムは、どのような内容なのか。個人情報

の保護は、大丈夫なのか、お伺いします。 
 

 



 

◯障がいのある方々が働く喜びを感じながら地域で安心し

て暮らし続けていけるよう、民間企業と連携しながら、持て

る能力を発揮できる新たな就労の場の確保など、自立や生き

がいの向上に向けた取組みを進めてまいります。と述べられ

ています。どのような業種の民間企業なのか、連携する企業

は、何社になるのか、自立や生きがいの向上は、どのような

取組みを考えているのか、お伺いします。 
 

 

 

◯P5(下田地域の魅力を再編集する)では、 地元中学生から

下田地域の観光振興策を提案してもらう「下田マーケティン

グ中学校」を開催し、世代を超えた機運の醸成を図ってまい

ります。と述べられています。「下田マーケティング中学校」

は、どうゆう内容なのか、世代を超えた機運の醸成は、どう

図っていくのか、お伺いします。 

 

◯P6(行政サービスの利便性を高める)では、 図書館等複合

施設「まちやま」の開館に合わせ、多様化する日常の過ごし



方を念頭に、いつでもどこでも本を借りることができ、読書

を楽しめる電子図書館サービスを開始してまいります。と述

べられています。電子図書館サービスは、蔵書は、何冊から

スタートするのか、この電子図書館サービスは、利用者は、

三条市民だけなのか。このサービスの利用条件は、どのよう

になるのか。お伺いします。 
 

 

◯P9(総務・文教関連施策)では、様々な課題を抱える児童生

徒を支える特別支援サポーターやスクールソーシャルワー

カーの拡充を行ってまいります。と述べられています。特別

支援サポーターの役割や何人体制になるのか、スクールソー

シャルワーカーの配置は、どのような体制になるのか。お伺

いします。 

 

◯P10(経済・建設関連施策)では、慢性的な渋滞が発生して

いる第二産業道路の改善を引き続き県に要望してまいりま

す。と述べられています。今まで、県への要望は、どのよう

なことを要望してきたのか、実績ついて、お伺いします。 



 

◯開発の進展に伴う近年の嵐南地区における交通量の増加

に対応するため、都市計画道路田島曲渕線の早期開通に向け、

整備を進めてまいります。と述べられています。都市計画道

路田島曲渕線の開通は、いつ頃になる計画なのか、全⾧は、

何 m 位に、なるのか、お伺いします。 

 

以上で大綱質疑を終えます。 


